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平成２８年６月１０日 

東京電力ホールディングス株式会社 

福島第一原子力発電所 

 

放射線管理等報告書及び放射線業務従事者線量等報告書の訂正について 

 

 

（１）経緯 

弊社が把握している、1F事故初期に従事していた協力企業の放射線業務従事者の 1Fで

の従事期間（以下、異動履歴という）に誤りがないか確認を実施したところ、異動履歴

の他、過去に協力企業から弊社に報告されていた協力企業の放射線業務従事者の線量値

にも誤りがあることが判明した。 

弊社のデータベースに登録している異動履歴及び線量値の修正を行い、過去に提出済

みの『放射線管理等報告書』及び『放射線業務従事者線量等報告』を弊社システムから

再出力したところ、線量値の誤り以外に集計にも誤りがあることが確認された。 

 

（２）訂正箇所 

  ①放射線管理等報告書 

H22 年度～H24 年度、H26 年度、H27 年度（下期）： 

「２．放射線業務従事者の１年間の線量分布」の線量分布 

H23 年度（上期）： 

「３．女子（妊娠不能と判断された者及び妊娠の意思のない旨を発電用原子

炉設置者に書面で申し出た者を除く。）の放射線業務従事者の３月間の線量

分布」の線量分布 

  ②放射線業務従事者線量等報告書 

H22 年度：「１．年度の放射線業務従事者線量」（別紙含む） 

・線量分布 

・総線量 

・平均線量 

H23 年度：「１．年度の放射線業務従事者線量」 

・線量分布 

・総線量 

「３．女子（妊娠不能と判断された者、妊娠の意思のない旨を事業者等に書

面で申し出た者及び妊娠中の者を除く）の放射線業務従事者の線量」 

・線量分布 

・総線量 
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・平均線量 

・最大線量 

「４．妊娠中の女子の放射線業務従事者において線量限度を超えた者」 

 ・人数 

H24 年度：「１．年度の放射線業務従事者線量」 

・線量分布 

H25 年度：「１．年度の放射線業務従事者線量」 

・総線量 

「２．平成１３年４月１日を始期とする５年間ごとの線量が１００mSv を超え 

た者」 

・人数 

「３．女子（妊娠不能と判断された者、妊娠の意思のない旨を事業者等に書 

面で申し出た者及び妊娠中の者を除く）の放射線業務従事者の線量」 

・線量分布 

・総線量 

・平均線量 

・最大線量 

H26 年度：「１．年度の放射線業務従事者線量」 

・線量分布 

・総線量 

「２．平成１３年４月１日を始期とする５年間ごとの線量が１００mSv を超え 

た者」 

・人数 

 

（３）事象の発生原因 

① 従事区分（1F構内従事者、1F構外従事者）の登録の誤り 

異動履歴調査を実施したところ 1F 構内作業従事者、1F 構外作業従事者の登録に誤

りがあることが確認された。 

② 線量値の報告誤り 

協力企業から過去に弊社へ報告された線量値に誤りがあることが確認された。 

③ 集計の誤り 

・放射線管理等報告書の作成プログラムの誤り 

   H27 年度下期については、システムを改良して線量分布を作成したが、そのプログ

ラムに誤りがあった。 

・放射線業務従事者線量等報告書における集計方法の間違い 

2F、KK については弊社システムで集計しているが、1F は従来の弊社のシステムでは
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集計できず、以下のとおり手計算で集計したため、誤ってしまった。 

「５年間ごとの線量が 100mSv を超えた者の人数は、報告対象年度期間中に放射線業

務に従事していた者を対象とすべきところ、放射線業務から離れた以降の年度につ

いても人数に含めた。」 

 

（４）再発防止対策 

① 従事区分（1F構内従事者、1F構外従事者）の登録の誤り、②線量値の報告誤り 

震災前と同様、協力企業における放射線管理体制の整備が進み、今後はこの様な

事象は発生しないと考えられるが、弊社からも継続して指導していく。 

③集計の誤り 

震災後より 1F の個人線量を管理している弊社のシステムへ従来システム（2F、

KK 使用しているもの）と同様に報告データが集計できる仕組みを構築し、その妥当

性の検証を確実に行った上で適用する。 

 

（５）添付資料 

 ・放射線管理等報告書（平成２２,２３,２４,２６,２７年度下期,平成２３年度上期）正

誤表 

 ・放射線業務従事者線量等報告書（平成２２,２３,２４,２５,２６年度）正誤表 

 

以上 































３．放射性固体廃棄物等の発生量及び保管量

（１）固体廃棄物貯蔵庫

固体廃棄物貯蔵庫

ドラム缶  その他 合　　計 備  考

均質固化体 充填固化体 雑　固　体

当該年度の発生量 １，１３６本 １，５６６本 １２，５１３本 ０本相当 １５，２１５本相当

当該年度の減少量 ９６０本 ２，４９６本 １０，６３６本 ０本相当 １４，０９２本相当

施設内減量 ０本 ０本 １０，６３６本 ０本相当 １０，６３６本相当

施設外減量 ９６０本 ２，４９６本 ０本 ０本相当 ３，４５６本相当

年度末保管量 １４，９４７本 ２，９２５本 １５７，７８９本 １０，１５５本相当 １８５，８１６本相当

貯蔵設備容量 ２８４，５００本相当

福一・22・５／７

平成27年度の放射線業務従
事者線量等報告書から，従
来平成22年度第3四半期迄と
していた保管量を，平成23年
3月10日迄の値に見直した。

平成22年度（再）



３．放射性固体廃棄物等の発生量及び保管量

（１）固体廃棄物貯蔵庫

固体廃棄物貯蔵庫

ドラム缶  その他 合　　計 備  考

均質固化体 充填固化体 雑　固　体

当該年度の発生量 0本 0本 0本 0本相当 0本相当

当該年度の減少量 0本 0本 0本 0本相当 0本相当

施設内減量 0本 0本 0本 0本相当 0本相当

施設外減量 0本 0本 0本 0本相当 0本相当

年度末保管量 １４，９４７本 ２，９２５本 １５７，７８９本 １０，１５５本相当 １８５，８１６本相当

貯蔵設備容量 ２８４，５００本相当

福一・23・５／７

平成27年度の放射線業務従
事者線量等報告書から，従
来平成22年度第3四半期迄と
していた保管量を，平成23年
3月10日迄の値に見直した。

平成23年度（再）



３．放射性固体廃棄物等の発生量及び保管量

（１）固体廃棄物貯蔵庫

固体廃棄物貯蔵庫

ドラム缶  その他 合　　計 備  考

均質固化体 充填固化体 雑　固　体

当該年度の発生量 0本 0本 0本 0本相当 0本相当

当該年度の減少量 0本 0本 0本 0本相当 0本相当

施設内減量 0本 0本 0本 0本相当 0本相当

施設外減量 0本 0本 0本 0本相当 0本相当

年度末保管量 １４，９４７本 ２，９２５本 １５７，７８９本 １０，１５５本相当 １８５，８１６本相当

貯蔵設備容量 ２８４，５００本相当

福一・24・５／７

平成27年度の放射線業務従
事者線量等報告書から，従
来平成22年度第3四半期迄と
していた保管量を，平成23年
3月10日迄の値に見直した。

平成24年度（再）



３．放射性固体廃棄物等の発生量及び保管量

（１）固体廃棄物貯蔵庫

固体廃棄物貯蔵庫

ドラム缶  その他 合　　計 備  考

均質固化体 充填固化体 雑　固　体

当該年度の発生量 0本 0本 0本 0本相当 0本相当

当該年度の減少量 0本 0本 0本 0本相当 0本相当

施設内減量 0本 0本 0本 0本相当 0本相当

施設外減量 0本 0本 0本 0本相当 0本相当

年度末保管量 １４，９４７本 ２，９２５本 １５７，７８９本 １０，１５５本相当 １８５，８１６本相当

貯蔵設備容量 ２８４，５００本相当

福一・25・５／７

平成27年度の放射線業務従
事者線量等報告書から，従
来平成22年度第3四半期迄と
していた保管量を，平成23年
3月10日迄の値に見直した。

平成25年度（再）



３．放射性固体廃棄物等の発生量及び保管量

（１）固体廃棄物貯蔵庫

固体廃棄物貯蔵庫

ドラム缶  その他 合　　計 備  考

均質固化体 充填固化体 雑　固　体

当該年度の発生量 0本 0本 0本 0本相当 0本相当

当該年度の減少量 0本 0本 0本 0本相当 0本相当

施設内減量 0本 0本 0本 0本相当 0本相当

施設外減量 0本 0本 0本 0本相当 0本相当

年度末保管量 １４，９４７本 ２，９２５本 １５７，７８９本 １０，１５５本相当 １８５，８１６本相当

貯蔵設備容量 ２８４，５００本相当

福一・26・５／１１

平成27年度の放射線業務従
事者線量等報告書から，従
来平成22年度第3四半期迄と
していた保管量を，平成23年
3月10日迄の値に見直した。

平成26年度（再）



３．放射性固体廃棄物等の発生量及び保管量

（１）固体廃棄物貯蔵庫

固体廃棄物貯蔵庫※１

ドラム缶  その他 合　　計 備  考

均質固化体 充填固化体 雑　固　体

当該年度の発生量 １，０１３本 ９８２本 ９，８５５本 ０本相当 １１，８５０本相当

当該年度の減少量 ０本 ２，０４８本 ８，８４５本 ０本相当 １０，８９３本相当

施設内減量 ０本 ０本 ８，８４５本 ０本相当 ８，８４５本相当

施設外減量 ０本 ２，０４８本 ０本 ０本相当 ２，０４８本相当

年度末保管量 １５，７８４本 ２，７８９本 １５６，９２２本 １０，１５５本相当 １８５，６５０本相当

貯蔵設備容量 ２８４，５００本相当

３．放射性固体廃棄物等の発生量及び保管量

（１）固体廃棄物貯蔵庫

固体廃棄物貯蔵庫

ドラム缶  その他 合　　計 備  考

均質固化体 充填固化体 雑　固　体

当該年度の発生量 １，１３６本 １，５６６本 １２，５１３本 ０本相当 １５，２１５本相当

当該年度の減少量 ９６０本 ２，４９６本 １０，６３６本 ０本相当 １４，０９２本相当

施設内減量 ０本 ０本 １０，６３６本 ０本相当 １０，６３６本相当

施設外減量 ９６０本 ２，４９６本 ０本 ０本相当 ３，４５６本相当

年度末保管量 １４，９４７本 ２，９２５本 １５７，７８９本 １０，１５５本相当 １８５，８１６本相当

貯蔵設備容量 ２８４，５００本相当

放射線業務従事者線量等報告書（平成22年度報告）比較表

変
更
前

変
更
後

平成27年度の放射線業務従
事者線量等報告書から，従
来平成22年度第3四半期迄と
していた保管量を，平成23年
3月10日迄の値に見直した。

※１　第３四半期まで集計



３．放射性固体廃棄物等の発生量及び保管量

（１）固体廃棄物貯蔵庫

固体廃棄物貯蔵庫

ドラム缶  その他 合　　計 備  考

均質固化体 充填固化体 雑　固　体

当該年度の発生量 0本 0本 0本 0本相当 0本相当

当該年度の減少量 0本 0本 0本 0本相当 0本相当

施設内減量 0本 0本 0本 0本相当 0本相当

施設外減量 0本 0本 0本 0本相当 0本相当

年度末保管量 １５，７８４本 ２，７８９本 １５６，９２２本 １０，１５５本相当 １８５，６５０本相当

貯蔵設備容量 ２８４，５００本相当

３．放射性固体廃棄物等の発生量及び保管量

（１）固体廃棄物貯蔵庫

固体廃棄物貯蔵庫

ドラム缶  その他 合　　計 備  考

均質固化体 充填固化体 雑　固　体

当該年度の発生量 0本 0本 0本 0本相当 0本相当

当該年度の減少量 0本 0本 0本 0本相当 0本相当

施設内減量 0本 0本 0本 0本相当 0本相当

施設外減量 0本 0本 0本 0本相当 0本相当

年度末保管量 １４，９４７本 ２，９２５本 １５７，７８９本 １０，１５５本相当 １８５，８１６本相当

貯蔵設備容量 ２８４，５００本相当

放射線業務従事者線量等報告書（平成23年度～平成26年度報告）比較表

平成27年度の放射線業務従
事者線量等報告書から，従
来平成22年度第3四半期迄と
していた保管量を，平成23年
3月10日迄の値に見直した。

変
更
前

変
更
後


